
  金属鉱業等鉱害対策特別措置法施行規則の一部改正について 

令和２年 2月 18日 

経 済 産 業 省 

産業保安グループ 

鉱山・火薬類監理官付 

１．改正の背景 

［１］鉱害防止積立金の積立期間等の見直し 

 金属鉱物等の採掘権者等は、金属鉱業等鉱害対策特別措置法（昭和４８年法律第２

６号。以下「特措法」という。）第７条の規定に基づき、特定施設（坑道及び捨石等

の集積場）の使用終了後に自らが実施する鉱害防止事業に必要な費用を、あらかじめ

（鉱山の操業中に）鉱害防止積立金として、独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資

源機構（以下「資源機構」という。）に積み立てることが義務付けられている（別紙

１）。 

 鉱害防止積立金制度の開始時と比べて、操業中の鉱山は激減し、多くの鉱山で積立

が完了している状況ではあるものの、現状積立が必要となる鉱山施設のうちのいくつ

かは積立完了が１００年以上先となるものもあり、鉱害防止事業に必要な額の確実か

つ早期の確保を図り、鉱害発生の防止を図るという政策目的の達成のためには、現実

的な積立期間の見直しに加え、採掘権者等の意向・計画を踏まえた前倒しての早期積

立てを可能とする制度見直しが必要となっている。 

［２］鉱害防止積立金の利息の見直し 

鉱害防止積立金は、積み立てた者の資金の流動性を凍結させることとなるため、そ

の積立者に対し、できるだけ過大な負担をかけぬよう、当該積立金に利息を付すこと

が特措法第８条に定められている。 

利息の利率は、金属鉱業等鉱害対策特別措置法施行規則（昭和４８年通商産業省令

第６０号。以下「規則」という。）第１６条第１項に規定されており、現在年０．５

パーセントである。 

＜参考＞利息利率の変遷（過去７回改正） 

・昭和４８年制定 年４．５％ ・平成１１年改正 年１．５％

・昭和６０年改正 年６．０％ ・平成１８年改正  年０．８％

・平成 ６年改正 年２．５％ ・平成２３年改正  年１．０％

・平成 ８年改正 年１．０％ ・平成２７年改正 年０．５％

鉱害防止積立金の管理及び利息の支払いは資源機構が行っているが、最近の低金利

の状況下では、支払利息が運用益を大きく上回るため、令和３年度には利息残高が枯

渇し、採掘権者等に対する利息の支払いが不可能となる見込みである。このため、利

息の利率を適正なものに見直すことが必要となっている。 

資料２－２
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２．主な改正事項 

［１］鉱害防止積立金の積立期間等の見直し 

（１）鉱害防止積立金の算定基準の改正（規則第１５条）

- 令和２年度以降２０年以内（令和２年度以降新たに設置される施設についても

２０年以内）に鉱害防止事業に必要な額が積み上がるよう、規則第１５条第１

項第１号から３号に定める算定式を改正する。

- 当該年度の積立金の額について、規則第１５条第１項第１号から第３号により

算定した額に、新設する規則第２１条第１０号に規定する積立計画に定められ

た額から第１号から第３号により算定された額を差し引いた額（当該額が負に

なる場合は零。）を上限として産業保安監督部長が適当と認める額を加算する

ことができるよう、規則第１５条第１項に第４号を新設する。

（２）報告事項の追加（規則第２１条）

規則第２１条第１項に定める採掘権者等が産業保安監督部長に対して毎年度

報告することとなっている事項に、採掘権者等の当該年度以降の鉱害防止積立金

の積立計画を追加するため、規則第２１条第１項第１０号を新設する。 

［２］鉱害防止積立金の利息の見直し 

今後の鉱害防止積立金の運用金利の見通しを勘案し、改定後の金利による利息の支

払いが安定的に推移し、かつ、適正な利息残高を確保することができるように、規則

第１６条第１項に定める利息の利率を年０．５％から年０.２％に改定する。（別紙２） 

３．今後のスケジュール 

令和２年２月１３日～３月１３日 パブリックコメントの募集 

令和２年４月１日 交付・施行 
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金
属
鉱
業
等
鉱
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
新
旧
対
照
条
文
（
案
）

○
金
属
鉱
業
等
鉱
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
通
商
産
業
省
令
第
六
十
号
）

改

正

後

改

正

前

(

鉱
害
防
止
積
立
金
の
算
定
基
準)

 

第
十
五
条

法
第
七
条
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

算
定
基
準
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一

坑
道
の
坑
口
の
閉
そ
く
事
業
に
あ
つ
て
は
、
次
の
式

に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
。

a
1

＝
（C

1
×

（l

＼L

）
―T

1

）×

（y
1

＼Y
1

）

(

こ
の
式
に
お
い
て
、
a1
、
C1
、
l
、
L
、
T1
、
y1

及
び
Y1
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

a1

当
該
年
度
に
積
み
立
て
る
べ
き
鉱
害
防
止
積
立
金

(

鉱
害
防
止
積
立
金
の
算
定
基
準)

 

第
十
五
条

法
第
七
条
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る

算
定
基
準
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一

坑
道
の
坑
口
の
閉
そ
く
事
業
に
あ
つ
て
は
、
次
の
式

に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
。

a
1

＝C
1
×

（l

＼L

）
―T

1

(

こ
の
式
に
お
い
て
、
a1
、
C1
、
l
、
L
及
び
T1
は

、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

a1

当
該
年
度
に
積
み
立
て
る
べ
き
鉱
害
防
止
積
立
金
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の
額

C1

鉱
害
防
止
事
業
に
必
要
な
費
用
の
額

l

坑
道
が
設
置
さ
れ
た
年
月
（
昭
和
四
十
八
年
七
月

一
日
前
に
設
置
さ
れ
た
坑
道
に
あ
つ
て
は
、
昭
和
四

十
八
年
七
月
）
か
ら
坑
道
の
使
用
終
了
年
月
ま
で
の

月
数

L

坑
道
が
設
置
さ
れ
た
年
月
か
ら
坑
道
の
使
用
終
了

予
定
年
月
ま
で
の
月
数

T1

当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
に
積
み
立
て
ら
れ
た
鉱

害
防
止
積
立
金
の
額

y1

十
二
（
当
該
年
度
終
了
前
に
使
用
を
終
了
す
る
坑

道
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
度
の
四
月
か
ら
そ
の
使
用

の
額

C1

鉱
害
防
止
事
業
に
必
要
な
費
用
の
額

l

坑
道
が
設
置
さ
れ
た
年
月
（
昭
和
四
十
八
年
七
月

一
日
前
に
設
置
さ
れ
た
坑
道
に
あ
つ
て
は
、
昭
和
四

十
八
年
七
月
）
か
ら
当
該
年
度
末
（
当
該
年
度
終
了

前
に
使
用
を
終
了
す
る
坑
道
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
使

用
を
終
了
す
る
月
）
ま
で
の
月
数

L

坑
道
が
設
置
さ
れ
た
年
月
か
ら
坑
道
の
使
用
終
了

予
定
年
月
ま
で
の
月
数

T1

当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
に
積
み
立
て
ら
れ
た
鉱

害
防
止
積
立
金
の
額
）
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を
終
了
す
る
月
ま
で
の
月
数
）

Y1

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
坑
道
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
月
数

令
和
二
年
四
月
一
日
前

に
設
置
さ
れ
た
坑
道
で

あ
つ
て
、
当
該
坑
道
の

使
用
終
了
予
定
年
月
が

令
和
二
十
二
年
三
月
以

後
で
あ
る
も
の
（
当
該

年
度
の
四
月
一
日
が
令

和
二
十
二
年
三
月
三
十

一
日
前
で
あ
る
場
合
に

限
る
。
）

当
該
年
度
の
四
月
か
ら

、
令
和
二
十
二
年
三
月

ま
で
の
月
数
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令
和
二
年
四
月
一
日
以

後
に
設
置
さ
れ
た
坑
道

で
あ
つ
て
、
当
該
坑
道

の
使
用
終
了
予
定
年
月

が
、
当
該
坑
道
が
設
置

さ
れ
た
年
月
か
ら
起
算

し
て
二
百
四
十
月
を
経

過
し
た
日
以
後
で
あ
る

も
の
（
当
該
年
度
の
四

月
一
日
が
、
当
該
坑
道

が
設
置
さ
れ
た
年
月
か

ら
起
算
し
て
二
百
四
十

月
を
経
過
し
て
い
な
い

当
該
年
度
の
四
月
か
ら

、
坑
道
が
設
置
さ
れ
た

年
月
か
ら
起
算
し
て
、

二
百
四
十
月
を
経
過
し

た
年
月
ま
で
の
月
数
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場
合
に
限
る
。
）

そ
の
他
の
坑
道

当
該
年
度
の
四
月
か
ら

坑
道
の
使
用
終
了
予
定

年
月
ま
で
の
月
数

）
二

捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
の
覆
土
、
植
栽
等
の
事

業
に
あ
つ
て
は
、
次
の
式
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
。

a
2

＝
（C

2
×

（v

＼V

）
―T
2

）×

（y
2

＼Y
2

）

（
こ
の
式
に
お
い
て
、

a2
、

C2
、

v
、

V
、

T2
、

y2
及
び
Y2
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る

。a2

当
該
年
度
に
積
み
立
て
る
べ
き
鉱
害
防
止
積
立
金

の
額

二

捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
の
覆
土
、
植
栽
等
の
事

業
に
あ
つ
て
は
、
次
の
式
に
よ
り
算
定
す
る
こ
と
。

a
2

＝C
2
×

（v

＼V

）
―T

2

（
こ
の
式
に
お
い
て
、
a2
、
C2
、
v
、
V
及
び
T2
は

、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

a2

当
該
年
度
に
積
み
立
て
る
べ
き
鉱
害
防
止
積
立
金

の
額
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C2

鉱
害
防
止
事
業
に
必
要
な
費
用
の
額

v

集
積
場
の
設
置
の
日
（
昭
和
四
十
八
年
七
月
一
日

前
に
設
置
さ
れ
た
集
積
場
に
あ
つ
て
は
、
昭
和
四
十

八
年
七
月
一
日
）
か
ら
集
積
場
の
使
用
終
了
予
定
年

月
ま
で
の
間
に
集
積
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
集

積
物
の
量
（
単
位

立
方
メ
ー
ト
ル
）

V

集
積
場
の
使
用
終
了
予
定
時
に
お
け
る
集
積
物
の

予
定
量
（
単
位

立
方
メ
ー
ト
ル
）

T2

当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
に
積
み
立
て
ら
れ
た
鉱

害
防
止
積
立
金
の
額

y2

十
二
（
当
該
年
度
終
了
前
に
使
用
を
終
了
す
る
集

積
場
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
度
の
四
月
か
ら
そ
の
使

用
を
終
了
す
る
月
ま
で
の
月
数
）

C2

鉱
害
防
止
事
業
に
必
要
な
費
用
の
額

v

集
積
場
の
設
置
の
日
（
昭
和
四
十
八
年
七
月
一
日

前
に
設
置
さ
れ
た
集
積
場
に
あ
つ
て
は
、
昭
和
四
十

八
年
七
月
一
日
）
か
ら
当
該
年
度
末
ま
で
の
間
に
集

積
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
集
積
物
の
量
（
単
位

立
方
メ
ー
ト
ル
）

V

集
積
場
の
使
用
終
了
予
定
時
に
お
け
る
集
積
物
の

予
定
量
（
単
位

立
方
メ
ー
ト
ル
）

T2

当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
に
積
み
立
て
ら
れ
た
鉱

害
防
止
積
立
金
の
額
）
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Y2

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
集
積
場
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
月
数

令
和
二
年
四
月
一
日
前

に
設
置
さ
れ
た
集
積
場

で
あ
つ
て
、
当
該
集
積

場
の
使
用
終
了
予
定
年

月
が
令
和
二
十
二
年
三

月
以
後
で
あ
る
も
の
（

当
該
年
度
の
四
月
一
日

が
令
和
二
十
二
年
三
月

三
十
一
日
前
で
あ
る
場

合
に
限
る
。
）

当
該
年
度
の
四
月
か
ら

、
令
和
二
十
二
年
三
月

ま
で
の
月
数

令
和
二
年
四
月
一
日
以

当
該
年
度
の
四
月
か
ら
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後
に
設
置
さ
れ
た
集
積

場
で
あ
つ
て
、
当
該
集

積
場
の
使
用
終
了
予
定

年
月
が
、
当
該
集
積
場

が
設
置
さ
れ
た
年
月
か

ら
起
算
し
て
二
百
四
十

月
を
経
過
し
た
日
以
後

で
あ
る
も
の
（
当
該
年

度
の
四
月
一
日
が
、
当

該
集
積
場
が
設
置
さ
れ

た
年
月
か
ら
起
算
し
て

二
百
四
十
月
を
経
過
し

て
い
な
い
場
合
に
限
る

、
集
積
場
が
設
置
さ
れ

た
年
月
か
ら
起
算
し
て

、
二
百
四
十
月
を
経
過

し
た
年
月
ま
で
の
月
数
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。
）

そ
の
他
の
集
積
場

当
該
年
度
の
四
月
か
ら

集
積
場
の
使
用
終
了
予

定
年
月
ま
で
の
月
数

）
三

坑
水
の
処
理
施
設
の
設
置
及
び
そ
の
施
設
の
維
持
管

理
の
事
業
に
あ
つ
て
は
、
次
の
式
に
よ
り
算
定
す
る
こ

と
。

a
3

＝
（C

3

―T
3

）×

（y
3

＼Y
3

）

（
こ
の
式
に
お
い
て
、
a3
、
C3
、
T3
、
y3
及
び
Y3
は

、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

a3

当
該
年
度
に
積
み
立
て
る
べ
き
鉱
害
防
止
積
立
金

の
額

三

坑
水
の
処
理
施
設
の
設
置
及
び
そ
の
施
設
の
維
持
管

理
の
事
業
に
あ
つ
て
は
、
次
の
式
に
よ
り
算
定
す
る
こ

と
。

a
3

＝C
3
×

（r

＼R

）
―T

3

（
こ
の
式
に
お
い
て
、
a3
、
C3
、
r
、
R
及
び
T3
は

、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

a3

当
該
年
度
に
積
み
立
て
る
べ
き
鉱
害
防
止
積
立
金

の
額
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C3

鉱
害
防
止
事
業
に
必
要
な
費
用
の
額

T3

当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
に
積
み
立
て
ら
れ
た
鉱

害
防
止
積
立
金
の
額

y3

十
二
（
当
該
年
度
終
了
前
に
使
用
を
終
了
す
る
坑

C3

鉱
害
防
止
事
業
に
必
要
な
費
用
の
額

r

坑
道
が
設
置
さ
れ
た
年
月
（
昭
和
四
十
八
年
七
月

一
日
前
に
設
置
さ
れ
た
坑
道
に
あ
つ
て
は
、
昭
和
四

十
八
年
七
月
）
か
ら
当
該
年
度
末
（
当
該
年
度
終
了

前
に
使
用
を
終
了
す
る
坑
道
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
使

用
を
終
了
す
る
月
）
ま
で
の
月
数

R

坑
道
が
設
置
さ
れ
た
年
月
（
昭
和
四
十
八
年
七
月

一
日
前
に
設
置
さ
れ
た
坑
道
に
あ
つ
て
は
、
昭
和
四

十
八
年
七
月
）
か
ら
坑
道
の
使
用
終
了
予
定
年
月
ま

で
の
月
数

T3

当
該
年
度
の
前
年
度
ま
で
に
積
み
立
て
ら
れ
た
鉱

害
防
止
積
立
金
の
額
）

14



道
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
度
の
四
月
か
ら
そ
の
使
用

を
終
了
す
る
月
ま
で
の
月
数
）

Y3

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
坑
道
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
月
数

令
和
二
年
四
月
一
日
前

に
設
置
さ
れ
た
坑
道
で

あ
つ
て
、
当
該
坑
道
の

使
用
終
了
予
定
年
月
が

令
和
二
十
二
年
三
月
以

後
で
あ
る
も
の
（
当
該

年
度
の
四
月
一
日
が
令

和
二
十
二
年
三
月
三
十

一
日
前
で
あ
る
場
合
に

当
該
年
度
の
四
月
か
ら

、
令
和
二
十
二
年
三
月

ま
で
の
月
数

15



限
る
。
）

令
和
二
年
四
月
一
日
以

後
に
設
置
さ
れ
た
坑
道

で
あ
つ
て
、
当
該
坑
道

の
使
用
終
了
予
定
年
月

が
、
当
該
坑
道
が
設
置

さ
れ
た
年
月
か
ら
起
算

し
て
二
百
四
十
月
を
経

過
し
た
日
以
後
で
あ
る

も
の
（
当
該
年
度
の
四

月
一
日
が
、
当
該
坑
道

が
設
置
さ
れ
た
年
月
か

ら
起
算
し
て
二
百
四
十

当
該
年
度
の
四
月
か
ら

、
坑
道
が
設
置
さ
れ
た

年
月
か
ら
起
算
し
て
、

二
百
四
十
月
を
経
過
し

た
年
月
ま
で
の
月
数

16



月
を
経
過
し
て
い
な
い

場
合
に
限
る
。
）

そ
の
他
の
坑
道

当
該
年
度
の
四
月
か
ら

坑
道
の
使
用
終
了
予
定

年
月
ま
で
の
月
数

）
四

第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ

た
額
に
、
第
二
十
一
条
第
一
項
第
十
号
に
規
定
す
る
積

立
計
画
に
定
め
ら
れ
た
額
か
ら
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま

で
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
額
を
減
じ
た
額
（
当
該

額
が
負
に
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
零
と
す
る
。
）
を
上

限
と
し
て
産
業
保
安
監
督
部
長
が
適
当
と
認
め
る
額
を

加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

［
新
設
］

17



２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
数
値
が
負
の
値
と
な
る

と
き
は
、
当
該
年
度
の
鉱
害
防
止
積
立
金
の
額
は
零
と
す

る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
数
値
に
千
未
満
の
端

数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す

る
。 

 

(

利
息)

 

第
十
六
条 

法
第
八
条
の
利
息
は
、
一
年
に
つ
い
て
〇
・
二

パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。 

２ 

［
略
］ 

 

(

報
告)

 

２ 

前
項
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
三
号
の
式
に
よ
り
算
定

し
た
数
値
が
負
の
値
と
な
る
と
き
は
、
当
該
年
度
の
鉱
害

防
止
積
立
金
の
額
は
零
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
三
号
の
式
に
よ
り
算

定
し
た
数
値
に
千
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端

数
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。 

 

(

利
息)

 

第
十
六
条 

法
第
八
条
の
利
息
は
、
一
年
に
つ
い
て
〇
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。 

２ 

［
略
］ 

 

(

報
告)
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第
二
十
一
条

第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
を
有

す
る
採
掘
権
者
又
は
租
鉱
権
者
は
、
毎
年
度
四
月
三
十
日

ま
で
に
、
当
該
特
定
施
設
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
書
面
を
産
業
保
安
監
督
部
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
～
六

［
略
］

七

捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
あ
つ
て
は
、
当
該
集

積
場
の
使
用
終
了
予
定
時
に
お
け
る
集
積
物
の
予
定
量

及
び
昭
和
四
十
八
年
七
月
一
日
前
に
設
置
さ
れ
た
集
積

場
に
あ
つ
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
使
用

終
了
年
月
ま
で
に
当
該
集
積
場
に
集
積
さ
れ
る
こ
と
と

な
つ
て
い
る
集
積
物
の
量

八
～
九

［
略
］

第
二
十
一
条

第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
を
有

す
る
採
掘
権
者
又
は
租
鉱
権
者
は
、
毎
年
度
四
月
三
十
日

ま
で
に
、
当
該
特
定
施
設
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
書
面
を
産
業
保
安
監
督
部
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
～
六

［
略
］

七

捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
あ
つ
て
は
、
当
該
集

積
場
の
設
置
の
日
（
昭
和
四
十
八
年
七
月
一
日
前
に
設

置
さ
れ
た
集
積
場
に
あ
つ
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
七
月

一
日
）
か
ら
当
該
年
度
末
ま
で
に
当
該
集
積
場
に
集
積

さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
集
積
物
の
量
及
び
当
該
集

積
場
の
使
用
終
了
予
定
時
に
お
け
る
集
積
物
の
予
定
量

八
～
九

［
略
］

19



十

当
該
年
度
以
降
の
鉱
害
防
止
積
立
金
の
積
立
計
画

２

［
略
］

［
新
設
］

２

［
略
］

備
考

表
中
の
［

］
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
交
付
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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